
拠点組織づくり分科会のまとめ 

 

2016/09/16 みやぎ防災・減災円卓会議 

◎目指す拠点組織の理念 

・東日本大震災と同じ犠牲を繰り返さない（備えと避難の知見を継承する） 

・復旧、復興段階の混乱を繰り返さない（事例、成果の知見を継承する） 

・以上のために必要な記憶と記録の集約、教訓の伝承の継続に全力を挙げる 

・市民向けの啓発推進を基本に、総合的な減災支援パッケージを提案し、全国、

世界と連携し、防災推進のための人づくり、地域づくりに貢献する 

 

◎具体的活動目標 

①記憶と記録、教訓のとりまとめ 

 ・アーカイブ、記録集、遺構、遺物など各種保存記録の集約 

 ・既存の語り部（復旧、復興対応者含む）など人材情報の集約 

 ・それらの分類、分析による教訓伝承データベースの構築 

②記憶と記録、教訓の活用と伝承 

 ・集約し、構築した記憶と記録の展示、公開 

 ・記録を活用した被災地視察モデルの構築と提案、展開 

 ・公開施設、遺構などの管理、企画、運営への関与（受託） 

③記憶と記録、教訓に関わる講座や研修の企画、運営 

 ・語り部など伝承に関わる人材の養成と派遣 

 ・公務員、企業人を含む災害対応人材の育成と派遣 

 ・各種の既存講座、研修の情報集約と調整 

・上記講座、研修の企画、運営への関与（受託） 

・国内、海外からの視察、研修受け入れへの対応 

④防災啓発活動の提案と展開 

 ・被災地発の市民向け啓発イベントの提案と展開 

 ・既存の啓発活動、イベントの情報集約と連携、調整 

 ・上記活動、イベントの企画、運営への関与（受託） 

 ・啓発推進に関わるシンポジウム、フォーラムの開催、顕彰制度の創設 

 ・全国、世界に向けた啓発活動の発信と展開 

⑤基本的に担うべき機能 

 ・産学官民、報道の連携推進（円卓会議の運営継続） 

 ・政府組織、先行被災地の防災関連組織、海外機関との連携推進 

 ・震災教訓伝承にかかわる調査、研究の受託調整、その他 

                                以 上 

資料４ 


